
令和元年１２月０１日原案　
ピースくまもと設立準備事務局会　髙谷作成

「ピースくまもと」「くまもと平和祈念館」の目指すもの   
　　県民・市民一人ひとりが主役の「県民・市民運動」として広げる！

（１）「熊本空襲」を調査・記録し、未来に継承
　　　　　　「熊本空襲」、「空襲体験の語り継ぎ」、「慰霊行事」、「岡山市立空襲資料館」の先行事例

□くまもと戦跡ネット新発見写真１８点
□熊日助成金でのＡ１パネル１０枚の作成

（２）熊本の戦争遺産を学ぶ「ダークツーリズム」
　　　　　　「記憶の遺産」、「戦跡観光」、「“ダークツーリズム観光”・“ピースツーリズム”観光」

□諸団体・学校への見学コーディネート　

（３）次の世代が「学び！　体験し！　ヒトに伝える！　戦時資料」
　　　　　　「学び、体験、伝承」、「平和メッセージ」、「被爆体験伝承者」
　　　　　　「ピースあいち」、「愛知・名古屋　戦争に関する資料館」の先行事例

□熊本市教育委員会共催「２０２０年　夏の平和展」
□上村さん戦時資料の紹介・講演会・通算５回目　
□市民所有戦時資料の調査会・検討会

戦後７５年・２０２０年　活動計画素案

□熊本市長への「熊本空襲資料館・室
（仮）」設置要望

□熊本市主催「夏の平和啓発パネル展　熊本大空
襲」での紹介・説明会・情報提供

□２回実施「くまもと戦争遺産の旅」等の実績によるモ
デルコース紹介と実施団体等への講師派遣

□諸団体・学校への「戦争を語り継ぐ会」からの「語り
部」派遣

熊本に戦争と平和のミュージアム

「ピースくまもと」もしくは「くまもと平和祈念館」

の設立をめざす！！

１９４５年８月１０日第２回熊本空襲

新発見写真の熊本市長への報告

戦争遺産の学びでのコーディネイターの派遣

戦争体験者・継承者「語り部」の派遣

熊本市立図書館での２０２０平和展

戦時資料講演会と資料検討会



    「ピースくまもと」「くまもと平和祈念館」の目指すもの   

（１）「熊本空襲」を調査・記録し、未来に継承

（２）熊本の戦争遺産から平和を学ぶ「ダークツーリズム」

　　　　　　「記憶の遺産」、「“ダークツーリズム”・“ピースツーリズム”」学びの観光

（３）次の世代が「学び！　体験し！　ヒトに伝える！　戦時資料」

　　　　　　

　　　　　　「熊本空襲」、「空襲体験の語り継ぎ」、「公的機関による慰霊行事」、「愛知・名古屋　戦争
に関する資料館」、「岡山空襲展示室」の先行事例を検討

□既に２回実施の「くまもと戦争遺産の旅」等の実績によるモデルコース紹介
と依頼団体等へのガイド講師派遣

□諸団体・学校への「戦争を語り継ぐ会」からの「語り部・語り部継承者」派遣

□熊本県には県ＨＰに「くまもと戦争遺産デジタルミュージアム」の開設をお
願い。本会等からの調査資料の提供や支援。
□県民からは散逸の危機にある「戦時資料」の熊本県博物館ネットワークセ
ンターによる収集をお願い

ピースくまもと設立準備事務局会　髙谷和生
令和２年７月２３日版

①熊本の未来に向けて「平和の礎」を構築する。
②世界平和に向け、持続可能な社会の実現を目指す。
③県民・市民一人ひとりが主役の「県民・市民運動」として広げる。
④熊本の政界・財界・行政・学会の力を結集する。
⑤熊本県議会・熊本市議会での設立採択を目指す。

□「１９４５年８月１０日第２回熊本大空襲での新発見写真１８点」の熊本市長
への報告　　　　くまもと戦跡ネット調査資料・ピースくまもと活動支援

□岡山シティミュージアム「岡山空襲展示室」の先行事例を基にしての行政
との関連性を検討

□「熊本空襲コーナー」への空襲資料調査・展示資料収集・展示計画等の作成

戦後７５年：令和２年・２０２０年

□熊日新聞社「熊日戦後７５年　くまもと戦争遺産をめぐる旅」」
９／２６・２７、１０／１０・１１の計２回

「熊本に戦争と平和のミュージアム」設立に向けてイメージ図

□各種の試算見積り、目標の設定

□基本構想に沿った「特徴ある熊本の展示」
□発起人募集、趣意書作成、設立署名活動、募金活動
□「熊本に戦争と平和のミュージアム設立を呼びかける会（仮）」設立

　　　　　　「学び、体験、伝承」、「平和メッセージ」、「被爆体験伝承者」のキーワード。「ピースあい
ち」、「静岡平和資料センター」の先行事例

□土地購入・建物新設、国有財産の利用、廃校舎の利用、空き家の大規模
改修（リノベーション）、貸部屋借用、寄贈された個人宅改修の検討

□市立図書館（市教育委員会）共催「２０２０年　夏の平和展」への協力支援
□上村さん戦時資料の紹介・講演会は「通算５回目」開催。ＨＰでの公開

熊本は、明治１０年の西南戦争を経験し、そこから生まれた博愛社

はその後の「日本赤十字社」の創設に関わった平和活動発祥の地で

す。

先の大戦では、国策として熊本の第六師団は中国大陸や南方諸

島で戦いました。そのことにより、多くの国々に多大な迷惑をかけ、

県民自らも熊本県下各地の空襲やソロモン諸島・ブーゲンビル島で

も多くの命が奪われました。

いま国連が提唱するＳＤＧsの１６項目「平和と公正をすべての人

「熊本空襲の資料調査・検証と公開」

くまもとの戦争遺産の旅

戦争遺産の学びでの「コーディネイター・ガイド派遣」

戦争体験者・継承者「語り部派遣」

「ピースくまもと・くまもと平和祈念館（仮）」



回 期　日 協議内容・行動内容 備　考　 事務局

－ ３／１（日）
（予）コンセプト・趣意書・アピー
ル文の協議

事務局案で検討

－ ３／２８（土） （予）「趣意書・骨子（仮案）」の完成Ａ部会で提案・集約

－ ４月末 （予）設置場所・形態の協議 Ａ部会で提案・集約

－ ５月末 （予）展示内容の協議 Ｂ部会で提案・集約

10 6月28日 （予）募金・署名・定款の協議 Ｃ部会で提案・集約

11 7月23日

（予）「趣意書・骨子」の完成
（実）コンセプト・趣意書・アピー
ル文の協議

８月４日
・８月上旬

代表・副代表・事務局長・
コロナ予防措置で小人数

12
９月２０日

（１日）

□「趣意書・骨子（仮案）」の完
成　　□設置場所・形態の協議
□展示内容の協議
□募金・署名・定款の協議

午前中の各部会で協議、
午後で全体説明と集約

13 １０月末（１日）

午前：「趣意書・骨子」の完成
午後：熊本市立博物館・熊本空
襲関係展示、熊本県博物館
ネットワークセンター・戦時資料
関係

午後は事務局で計画

14 １１月末
「熊本に戦争と平和のミュージ
アム設立を呼びかける会（仮）」
設立準備①：全体構成　他

「熊本に戦争と平和の
ミュージアム設立を呼び
かける会（仮）」準備会
　　※会計・監査選任

15 １２月末
設立準備②：発起人・募金・会
計　他

16 １月末 設立準備③：・活動方向性　他

17 ２月末
設立準備④：趣意書確認・直前
準備

18 ３月初旬

※１１月予定「岡山空襲展示室」他視察は未定

ピースくま
もと設立
準備事務
局

20200723版　髙谷作成

「熊本に戦争と平和のミュージアム設立を呼
びかける会（仮）」設立

熊本県知事・熊本市長への要望書提出

ピースくまもと設立準備事務局会協議計画（案）


